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ファラオがヤコブに、「何歳になったのか」と尋ねると、ヤコブはファラオに答えた。「異

国の地に身を寄せた年月は百三十年になります。私の生きた年月は短く、苦労に満ち、先

祖たちが異国の地に身を寄せて生きた年月には及びません。」ヤコブは祝福の言葉を述べ

て挨拶し、ファラオの前から退出した。(創世記 47 章 8 節～9 節) 

 

ヨセフはファラオのもとへ行って、「父と兄弟が、羊や牛、持ち物すべてを携え、カナン

の地からやって来ました。そして今、ゴシェンの地におります」と報告した。この時、ヨ

セフは 5 人の兄弟を連れて、ファラオに引き合わせた。ファラオは兄弟に、「あなたがたの

仕事は何か」と尋ねた。彼らは、「僕どもは羊飼いです。私たちはこの地に一時、身を寄せ

るためにやって来ました。カナンの地は飢饉がひどく、僕どもの羊の牧草がありません。

そこでどうか僕どもをゴシェンの地に住まわせてください」と言った。ファラオはヨセフ

に向かって、「あなたの父と兄弟が、あなたのところにやって来ているのだ。エジプトの地

はあなたに任せてあるのだから、この地の最良の地に父と兄弟を住まわせなさい。ゴシェ

ンの地に住むのがよいだろう。もし彼らの中に有能な者がいるのを知っているなら、その

者を私の家畜を管理する者としなさい」と言った。ファラオは、エジプトを飢饉から救い、

エジプトに大きな利益をもたらしたヨセフを信頼し切っている。ヨセフの家族に最高の便

宜を図り、自分の家畜も世話をさせようと好意を表している。 

ヨセフは父ヤコブを連れて来て、ファラオの前に立たせた。ヤコブはファラオに祝福の

言葉を述べて挨拶した。「ファラオがヤコブに、『何歳になったのか』と尋ねると、ヤコブ

はファラオに答えた。『異国の地に身を寄せた年月は百三十年になります。私の生きた年月

は短く、苦労に満ち、先祖たちが異国の地に身を寄せて生きた年月には及びません』」と答

えている。ヤコブは 130 歳の高齢になっているが、土地を所有しての安定した生活は一度

もなかった。流浪し、異国に身を寄せ、周りの部族と緊張関係にある生涯であった。自分

が生きた年月は短く、祖父アブラハム、父イサクが生きた年月には及ばない。また、流浪

の生涯は苦悩に満ちていたと、歩んできた自分の人生を率直に吐露している。父イサクを

騙し、兄エサウが継承する祝福を奪い取った。兄の怒りの殺意から逃れて、母ラケルの故

郷パダン・アラムに逃亡した。この地で、ラケルを恋し、結婚するために、ラケルの兄ラ

バンから強いられて、14 年間、無償で働いた。この間、2 人の妻と 2 人の召し使いによっ

て、12 人の息子と一人の娘を得た。義兄ラバンから独立し、自分の人生を確保するために、

6 年間、懸命に働き、ようやく脱出できた。そして、兄エサウの怒りを宥めるために、莫大

な家畜を提供し、和解を得た。ようやく、落ち着いたところ、愛する息子ヨセフは獣に食

い殺され、いなくなった。そして今回、飢饉に襲われ、息子たちは、食料を求めてエジプ

トに下った。そのエジプト下りで、末の息子ベニヤミンまでも、いなくなるのではないか

と恐れた。ヤコブの生涯は波乱万丈で、苦悩と恐れとに満ちていた。その苦悩の人生にお

いて、ひたすら神を呼び求め、加護を願った。ファラオから、「何歳になったのか」と聞か

れた時、ヤコブは自分の人生を走馬灯のように思い返し、苦難と共に神の祝福と導きを思

い返したのではないか。祝福の言葉を述べて、ファラオの前から退出した。 

ヨセフは、ファラオが命じた通り、エジプトに所有地を与えて住まわせ、家族の数に応

じて、食料を与え、ヤコブ一家を何不自由なく養った。 


